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1. 繊維，ヨ ゴレ，洗剤の特定組合 わせ による ヨゴレ

除去の最適条件の検討をするた め，着色物質であ り定量

も容易なFe2O3 ヨゴレを用いて, 洗浄剤別 の洗浄 陸なら

びに再汚染性の比較を行 なった。同時 にヨゴレ除去率 の

内容（反射洗浄効率の内容）について検討を試 みた。

2. 汚染布は木綿，ポ リエステル， ポリプロピレン の

各繊維製品 をFeaOs で汚染し て用い た。洗剤はNa-Ole-

ate, S.D.S, L.A.S, 非イ オンの４種につい て洗 浄1生ならび

に再汚染性 の比較を行 なった。洗浄 吐につい ては表面反

射率から算出した洗浄効串 とFe2O3 の脱 着率で検討し

た。 再汚染性については再汚染布の 白度保持率 と再沈着

率で比較検討した。

3. 洗浄t生について：石けんの洗浄力 が一番高 く，そ

れについで非イ オン の洗浄力 が高くあらわれた。

再汚染性 について：木綿はほ とんど再汚染 が認 められ

ない。ポ リエステル， ポリプロピレン は蒸溜水洗浄 につ

いでS.D.S の再汚染 が大 きく あらわれ た。 また低濃度ほ

ど再汚染が著しい。

脱 着串, 洗浄効率，再汚染付着 の関係を検討した結果，

再汚染付着 の大 きくあ らわれ た場合 には脱 着率に比べて

表面反射率 から算出し た洗浄効 率が低 くあらわれるので
はないか と考えられる。


